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急激な気候変動は不可能なことでもない。実際『
ヤンガードリアス』（Younger Dryas 

stadial）で起こったことである。

ドリアス期は3期に分けられる。古い順から最古
期（BC 14000 ～ BC 10400）、
古期（BC 10000 ～ BC 9800）、
新期（BC 9000 ～ BC 8200）：ヤンガードリアス

などである。最古期と古期には夏の気温が約摂氏
8～9度ほどと寒冷で、新期からは摂氏11度以上へ
と温暖になる。

サイエンスタイムズ 2015
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エジプトで最も古いピラミッド：5000年
英国日刊紙デイリーメール

インドネシア・西ジャワ地域で発見
サンプル調査の結果

9000～2万年前に製作されたものとみられ
る。

2015.4.3 KBSニュース広場

古 代 後 期 （ A r c a i c o T a r d í o 紀 元 前 3 0 0 0 -

1500年）に形成され始めた都市文明の痕跡が、アンデス最古のカラル
遺跡である。カラルの規模は0.66kmほどで、三千人以上の住民が居住
していたとみられる。
ルース・シャディがカラルで約五千年以上前のピラミッドを発見した。
それだけでなく、円形競技場やその他の住居址を伴う典型的な都市を発
掘することとなった。ピラミッドもまた大型で、面積はサッカー場四面
ほどの大きさ、高さは18メートルに及ぶ大規模なものであった。この

ピラミッドが建設された頃、エジプトでもピラミッドが建てられていた
。エジプトのピラミッドがファラオの権力を象徴する巨大な墓であると
すれば、カラルのピラミッドは神殿であり都市の象徴としての機能を果

たしていたとみられる点が異なる。この点はラテンアメリカのピラミッ
ドの共通点でもある。（カン・ソンシク、ソウル大学講師）
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ティワナク遺跡研究に生涯を捧げたオー
ストリア生まれの考古学者アルトゥール
・ポスナンスキー（ラパス大学教授）

1万5000年前に建設され、1万1000年頃に
自然の大変動によって滅亡したと主張

『エル・フライレ』と呼ばれるこの石像
は、済州のトルハルバンのように両手を
前に合わせ、目にはゴーグルをかけてい

るような姿であった。

インカはティワナクを先代文明、すなわ
ちそれを基盤として生まれたといえる。

メン・ソンリョル（又石大学電気電子工
学科、新東亜、2013）

•済州のトルハルバン、ボリビアのティワナ
ク石像、チリ西方イースター島のモアイ石
像、インドネシア・バリのブサキ寺院石像

•スラウェシ諸島セレベス島の石像
•海路で2万5000kmも離れた場所の石像が不

思議なほど似通っている。
•シカゴ大学ロバート・ショック

1万年前と主張

•紀元前1万5000年に建設されたという主張
もあり、紀元前9300年に建設されたという
主張もある。米国の考古天文学者ニール・
スティードは紀元前1万年と主張した。ネヴ
ァリ・チョリの神殿はティワナク石像より
後に造られた可能性が高いと学界は判断
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与那国島海底遺跡
Yonaguni underwater monument

現在は紀元前8000年頃の人工遺跡であるとする説と、自然の潮流な
どによって形成された独特の地形であるとする説が対立している

1990年代初頭、ここで隆起文土器が一点出土した
。年代を測定すると約BC8000年前まで遡った。約

1万年前に祖先が使っていた器である
しかし、この高山里土器の上部文様、すなわち横に
引かれた三本の縞模様は新羅土器にも登場した。掘
れば掘るほど謎が現れる場所がある。済州島の高山

里がそうである。
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国立海洋調査院、黄海の大陸棚海底地形の秘密を明かす。2016.1.18

群山西部海域は最低46mから最高92mの水深分布を示し、平均水深は
約78mと調査された。全般的な海底地形は強い潮流の影響で潮流方向
と同一に発達した砂堆(sand ridge)が北東-
南西方向に長く分布していることが明らかになり、水深70mの海底で
砂州が非常に明瞭に形成されていることが確認された。

黄海および南海は大陸棚から成り、面積は陸地面積の約3.5倍にあたる3

45,000㎢

黄海は水深80m未満の浅い海で、全域が大陸棚に属している

大陸棚が広く形成されている海域は、北海を含む英国周辺地域、インド
シナ半島とインドネシア周辺の南シナ海・ジャワ海、オーストラリアと
ニューギニア島の間のアラフラ海(Arapura 

Sea)、黄海と東シナ海域、ベーリング海の東半部地域、北アメリカの
東海岸、南アメリカのアルゼンチン海岸地域、北極海のユーラシア大陸
縁辺部地域である。[出典:韓国民族文化大百科事典(大陸棚(大陸棚))]
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司馬遷 / 史記 封禅書

自威宣燕昭, 使人入海, 求蓬萊方丈瀛州. 此三神山者, 其傳在渤海中,
去人不遠, 患且至, 則船風引而去. 盖嘗有至者
諸僊人及不死之藥皆在焉. 其物禽獸盡白而黃金銀爲宮闕. 未至望之如
雲, 及到三神山反居水下. 臨之風輒引去, 終莫能至云.
世主莫不甘心焉. 及至秦始皇幷天下, 至海上, 則方士言之不可勝數. 始
皇自以爲至海上而恐不及矣, 使人乃齎童男女入海求之.
船交海中, 皆以風爲解, 曰未能至, 望見之焉. 其明年, 始皇復游海上, 至
琅邪, 過恒山, 從上黨歸. 後三年, 游碣石, 考人海方士,
從上郡歸. 後五年, 始皇南至湘山, 遂登會稽, 並海上, 冀遇海中三神山
之奇藥. 不得, 還至沙丘崩.

斉の威王と宣王、燕の昭王以来、人を海へ派遣して
蓬萊、方丈、瀛洲を探させることが多くなった。

伝説によれば、この三神山は渤海の中にあってその道は遠くなかった
が、仙人たちは船が到着するのを気にかけ、すぐに風を起こして船を
遠くへ追いやったと伝えられる

これは十洲記に記録された「水流が大きく荒く、恐ろしい波が打ち寄
せる。」という記述と一致する。

渤海は元々「干潟」を意味するシッダム語である。東国正韻に記録さ
れた渤の字の正確な発音は「ポル」である。すなわち、干潟を指す。
また、シッダム語辞典には大平原の意味もある。
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高夫養

禹圭一「耽羅建国の主人公-三姓穴
三神人の正体、日本国(碧浪国)三公主との出会い」、韓中親善協会
中国徐福文化国際論壇発表資料、2009、韓中親善協会中国徐福文化国際論壇
発表資料、2009


